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用 語 の 定 義 

 

(1) 原審査 

 介護サービスを提供した事業所から請求のあった介護給付費明細書等に対する審査をいい、

計画単位数を超える請求があった場合は査定減点されることがある。 

 なお、原則としてサービス提供月の翌月が各都道府県国民健康保険団体連合会の審査月と

なっている。 

(2) 受給者数 

 当該審査月に保険請求のあった者の数であり、同一被保険者が同一月に２種類以上のサー

ビスを受けた場合、サービスごとにそれぞれ計上するが、総数、小計には１人と計上してい

る。 

なお、年間累計受給者数は、各審査月の受給者数を合計している。 

   （3）年間実受給者数 

    平成20年4月サービス提供分から平成21年3月サービス提供分の介護予防サービスまたは介

護サービス受給者について名寄せを行ったものであり、当該期間途中に被保険者番号の変更

があった場合は、別受給者として計上している。 

  (4) 年間継続受給者数 

    平成20年4月から平成21年3月の各サービス提供月について１年間継続して介護予防サービ

スまたは介護サービスを受給した者をいう。 

(5) 認定者数 

 要介護（要支援）認定を受け介護保険の受給資格がある者として、審査月の前月中に受給

者台帳に登録されている者をいう。 

  (6) 費用額  

 保険給付額と公費負担額、利用者負担額（公費の本人負担額を含む）の合計額である。 

(7) 単位数 

 介護サービス費用の単位であり、１単位の単価は地域により異なる。 

(8) 居宅サービス給付単位数 

 介護給付費明細書のうち、居宅サービス支給限度額管理対象単位数の合計である。 

  (9) 経過的要介護 

    改正介護保険法施行日（平成18年4月1日）において、有効期間が満了する前の旧要支援者

については、改正介護保険法附則第8条の規定により、施行日に要介護認定を受けたものと

みなされるため、当該有効期間満了日までの間は「経過的要介護」として予防給付ではなく

介護給付の対象となる。 

なお、当該有効期間は平成21年2月末をもって終了している。 

   (10) 訪問介護内容類型 

  ・身体介護…利用者の身体に直接接触して行う介護等と、日常生活に必要な機能の向上等のた

めの介助及び専門的な援助をいう。 

  ・生活援助…日常生活に支障が生じないように行われる調理・洗濯・掃除等をいう。 

・通院等乗降介助…要介護者の通院等のために指定訪問介護事業所の訪問介護員等が、自ら運

転する車両への乗車・降車の介助を行い、あわせて乗車前・降車後の屋内外での

移動等の介助、または通院先・外出先での受診等の手続・移動等の介助を行うこ

とをいう。 


